
DAY2 //
8/4 Tue 9:30〜17:30

DAY1 //
8/3 Mon 9:30〜17:30

PRE //
7/21 Tue 14:30〜17:30 

新サービス・事業デザイン
＆プレゼンテーション

未来洞察インプット
＆デザインテーマ設定

オープニングセッション

⼀定の業務経験を有する若⼿（⼊社5〜15年）以上の⽅で、以下の何れかに該当する⽅
・イノベーションに意欲がある
・異業種とのコラボレーションに関⼼がある

※社内への波及効果を⾼めるため、各社2名以上でのご参加をおすすめいたします

想定参加者

・デザインイノベーションの⽅法論、各種デザイン⼿法の習得
・異業種とのコラボレーション⼒の獲得と⼈的ネットワーク構築
・新しいビジネス視点の獲得

参加メリット

S会員 無料
A･E特別会員 150,000円
B会員 180,000円
⾮会員 210,000円
学⽣(※)(若⼲名) 無料

お⽀払い⽅法は請求書払いとなります。開催後に請求書をお送りいたします。

参加費

https://pro.form-mailer.jp/fms/226d88da352205
からお申し込みください。（締切：7⽉7⽇（⽕））

※「企業から〇名」という形で、先に参加枠の仮申し込みをしていただくことも可能です

申し込み
開始時期

Professional 
Design
Camp+ 013

社会や業界でホットなテーマについて、異業種のプロフェッショナル⼈材が集い、
多⾓的な視点を交えつつ、新たな事業コンセプトを創出するデザインワークショップ。
異業種コラボレーションのファーストステップと位置づけ、会員同⼠の協創活動へと展開することも想定します。

AI時代に残したい“ラスト・ワン・マイル”の⼈間性
〜デジタル化・⾃動化が進む社会で、ひと⼿間・⼿応えが価値を⽣み出す新しいモノ・サービス・事業のあり⽅とは〜

テクノロジーの進化の勢いが⽌まらない現代。
これから先、あらゆる社会課題がデジタル技術で解決され、AI・ロボットが多くの役割を代替する未
来が予測されています。労働⼒減少が予⾒されている中で、この流れは間違いなく社会や暮らしに
とってポジティブな流れであることは間違いありません。

しかし、デジタル化・⾃動化の結果、⼈間がかかわる余地が排除されすぎたスマートすぎる⽣活は、
同時に⼈間から「⾃らの意思で物事を成し遂げる責任」や「介在する喜び・誇り」を奪うリスクを孕
んでいます。テクノロジーの進化を、「⼈間の介在余地をなくしていく」だけではなく、「⼈間のひ
と⼿間・⼿応えの価値を新たに⽣み出していく」⽅向にも活⽤していく、両側⾯の考え⽅が必要にな
るのではないでしょうか。

今回のプロフェッショナルデザインキャンプのキーワードは
AI時代に残したい“ラスト・ワン・マイル”の⼈間性。
デジタル化・⾃動化が進む社会で、⼈間のひと⼿間・⼿応えが価値を⽣む
新しいモノ・サービス・事業をデザインしていきます。
専⾨家から、AIをはじめとしたテクノロジーに関する様々な議論、取り組みの現状や課題を聞き、
デザイン思考を中⼼としたワークショップを通して参加者が協⼒し、知⾒を結集しあいながら、
AI時代に残したい“ラスト・ワン・マイル”の⼈間性を中⼼に据えた新たなモノ・サービス・事業のコ
ンセプトを創出します。

このプロセスは、これからのAI時代において様々な領域で応⽤できる、皆様のお役に⽴つものと考え
ています。ぜひ、ご参加ください。

栗原 聡 ／ 慶應義塾⼤学理⼯学部 教授

到来する⼈とAIが共⽣する社会において
イノベーション多産な国とするために我々に求められるものとは?

慶應義塾⼤学理⼯学部・教授。⼀般社団法⼈⼈⼯知能学会・会⻑、慶應義塾⼤学共⽣知能創発社会研究センター・センター⻑。博⼠(⼯学)。
NTT基礎研究所、⼤阪⼤学、電気通信⼤学を経て、2018年より現職。科学技術振興機構(JST)さきがけ「社会変⾰基盤」領域統括。
オムロンサイニックエックス・社外取締役、⼀般社団法⼈・⽇本DX⼈材アセスメント機構・代表理事、⼀般社団法⼈・匠和会・代表理事、
総務省・情報通信法学研究会・構成員など。マルチエージェント、複雑ネットワーク科学、計算社会科学などの研究に従事。
著書：『AIにはできないー⼈⼯知能研究者が正しく伝える限界と可能性』（⾓川新書）、『AIの倫理⼈間との信頼関係を創れるか』（⾓川
新書）、『AI兵器と未来社会キラーロボットの正体』(朝⽇新書)、編集『⼈⼯知能学事典』(共⽴出版)など多数。

2026 7/21 Tue PM &  8/3 Mon 〜 8/4 Tue

(株)博報堂 関⻄⽀社

※内容は状況により変更する場合がございますのでご了承ください。

主催：京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアム 後援：京都⼤学デザイン学⼤学院連携プログラム 問合せ先：京都⼤学デザインイノベーションコンソーシアム事務局(公益財団法⼈京都⾼度技術研究所内) 担当：野⽊ Tel：075-323-7073 ／ E-mail：info@designinnovation.jp

カリキュラム

• ガイダンス
• アイスブレイク/⾃⼰紹介
• セミナー

• 未来洞察インプット
• テーマ設定ワーク
※ 18:00〜 懇親会を予定

• コンセプト開発ワーク
• プレゼンテーション＆講評

オンライン形式 会場集合形式 ＠京都リサーチパークhttps://www.krp.co.jp/access/

開催要項

テーマ

セミナー講師

メインファシリテーター

詳細はWebへ https://designinnovation.jp/program/professional-design-camp/pdc13.html

※京都⼤学デザイン学⼤学院連携プログラム 参画専攻に
所属の学⽣、および京都⼤学デザイン学コース履修者


